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ＧＷ改め、「ｽﾃｲﾎｰﾑ(寮)週間」は如何でしたか?
連休が明けても、｢緊急事態宣言｣継続中！！
５月の連休が明けましたね～(^_-)。３月はじめからずっと休業日続きの皆さ
んにとっては、「ＧＷ」という実感もなかなか湧かなかったのでは!? しかも、
「ステイホーム(寮)」を強いられ、自由な行動もかなり制限されている状況下
でしたしね･･。ニュース等でも報じられているとおり、やはりのやはり、「緊
急事態宣言」延長が発表され、『５月末日まで』という２回目の期限が本連休
中に示されました。ただ今回は、「５月中旬頃から地域の実状に応じて段階的
に緩和していく」という新たな方向性も示されましたので、本校における休業
の行方や学習活動等については、随時アナウンスしていきたいと思います。
さて、先日全国ニュースで『全国定通体連大会中止』という残念極まりない

ニュースが発表されました（私が本日出席する予定だった日勝支部総会も中止･･）。
それに合わせて「全道・支部大会も中止」という悲しい通知も昨日届きました
･･。ご存じの通り、私自身高校時代（中学・大学も含む）は、部活動に「青春の
すべて」をぶつけていました。なおかつ職業柄、教師として奉職してからも･･。
皆さん・高３生の心中、察するに余りあります。緊急事態解除後、部活動を含
め１つでも多くの楽しみを皆で創出し、笑顔の学校生活を取り戻していこう！

「愛と笑いのないところ、楽しみもあるべからず。
愛と笑いのなかに生きよ！」
ｂｙ ホラティウス(紀元前 65 - 紀元前 8) について

クィントゥス・ホラティウス・フラックスは、古代ローマ時代の南イタリアの詩人。一般には
単にホラティウスと呼ばれる。アウグストゥスと同時代に生きたラテン文学黄金期の詩人
で、ウェルギリウスと並んで評価される。書簡詩『詩について』(Ars poetica)はアリストテレ
スの『詩学』と並んで、古典主義詩論で重要視された。このなかの一節「詩は絵のように(ut
pictura poesis)」は、のちに絵画にも拡大され、近世詩論および絵画論に影響を与えた。
また「征服されたギリシア人は、猛きローマを征服した(Graecia capta ferum victorem

cepit)」という、有名な言葉を残した。
私は「笑顔」を大切にして、これまでの人生を歩んできました。特に体育の授業、
ＨＲそして部活動でも「笑顔」を常に生徒へ求め続けてもきました。
「笑顔」は周りの人、そして集団を明るくします。また、心から「楽しい」「充

実している」と思って物事に取り組めば、人は自然に「笑顔」を浮かべるものであ
り、「笑顔の集団」は「充実感満ち溢れる集団」と呼ぶこともできるでしょう。
「愛・笑顔」と「楽しみ」は表裏一体。今から２０００年以上も前の格言が、今

現在までこうして語り継がれていることに敬意を表したいです。人間の「真理」は、
いついかなる時代にあっても決して色あせず不変であることが、先人たちの数々の
言葉から読み取ることができるのです。コロナを乗り越え、「愛・笑顔」の日々を！



◇「泣きなさい／笑いなさい／いつの日か／いつの日か
／花を咲かそうよ」と歌ったのは、ご存じ喜納昌吉だが、
果たして、人は花を咲かせたらそれでいいのだろうか。

そもそも花とは何のためにあるのか。◆花は咲いて終わりではない。もし終わりならそれは徒花
（あだばな）である。徒花とは実を結ばない花のことだ。つまり、実を結ぶために花はある。花
とはさまざまな色や形で虫や鳥などを誘い、花粉を運ばせて受粉させ、種や実をつけてまた次の
世代へ命を託す、本来はそれが役割である。◇おわかりだろうか。花は咲いて終わりではないの
である。ご存じ花咲かじいさんは、枯れ木に花を咲かせてハッピーエンドだったが、私たちはそ
の後のことまで考えなければいけない。花からどんな実を付けて、次の世代に、次の人たちにど
んなバトンを渡すのかを。もしそれを考えないのなら、それこそ徒花であり、散るだけである。

今週もお疲れさまです！ ホームページでも紹介させていただき
ましたが、昨日埼玉より全校生徒・教職員分の「手作りマスク」を頂

戴しました（本当に多数ありがとうございますm(_ _)m 生徒には週明け早々に配布し利用させていた
だきます!）。 さて、「ステイホーム週間」が終了し、ここ数日は多少の減少傾向にはある感染状況で
すが、まだまだ予断を許さない今回のコロナ禍･･。昨日から本日にかけて、ようやく「個人面談」が実
施でき、まだまだ見通せない状況下ではありながら、それぞれの「進路確認」及び久々の生徒との
「対話」を楽しませていただきました(^_-)。 もう暫くの休業続行ですが、必ずや乗り越えていきます！

今週の担当は、 HARUO くん(^_^)v 連休中の生活について、まとめてくれました！

☆写真は産学スキー大会のヒトコマ。来シーズンこそは１級取得を目指し更にガンバレ！！

＜注目・必見！＞ 日高高校３年生の誓い

☆校訓：「樹の如く伸びよ、星の如く輝け」の仕上げ期！！
き ご と の ほし ご と かがや

⇒より一層かがやけ、日高高校！ より一層かがやくのだ、３年生！！

① ３学年テーマ『愛』を胸に、日々の生活を！
⇒『信』⇒『覚』⇒そして『愛』へ･･。 「人を愛し、人から愛される人間」になれ！

② 他人の悪口を言わない、書かない！！
⇒「互いの良い面を褒め合い・認め合って」、明るく笑顔の学校生活を。

・・・「人のことをとやかく言う以前に、自分の修正」が先決！

③ 生活すべての面で『大人の行動』を！！！
⇒『大人として守るべきことは、当然の如く守る』！ まだまだ意識甘し！！

そして・・、必ずや全員進路を決め、笑顔で卒業する！！

＜連休明けの予定＞
来週いっぱいは、ひとまず

休 業 となります(T_T)


